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平成 26 年度「医療機器・サービス国際化推進事業」プロジェクト採択のお知らせ 

 

このたび、経済産業省が公募した平成 26 年度「医療機器・サービス国際化推進事業（海外展開の

事業性評価に向けた実証調査事業）」において、昨年度に引き続き、当社プロジェクトが採択されま

したので下記のとおりお知らせいたします。 

当社は引き続き、富士フイルムの海外ネットワークの協力のもと、海外事業展開の実証を進めて

まいります。 

 

今回の採択案件につきましては、平成 26 年 6 月 20 日公表の平成 26 年度医療機器・サービス国際

化推進事業（海外展開の事業性評価に向けた実証調査事業）公募結果について（野村総合研究所の

ホームページ）をご参照ください。 

http://www.nri.com/jp/opinion/r_report/meti/140418.html 

 

記 

【事業プロジェクト名】 

中国・タイ王国における再生医療実用化プロジェクト 

 

【事業の目的】 

本事業では、自家細胞（患者自身の細胞）を用いた日本式再生医療製品提供モデルを海外に

導出することを初期目的とする。これを通じて、当該国の患者治療に貢献し、製造販売収益を

確保する。将来的には、当該国の規制・制度等に影響をもたらし普及させることで標準化、提

供モデルの洗練を図る。 

まずは、中国では審美治療を目的とした自家培養表皮の提供を、タイでは充実したメディカ

ルツーリズムの環境を背景に自家培養軟骨の提供を実証する。 

 

（補足説明） 

「医療機器・サービス国際化推進事業」について（公募要領より） 

本委託事業の目的は、医療機器・サービス等を積極的に海外展開しようとしている医療機関や

民間事業者の取り組みについて幅広く提案を募り、国の「委託事業」として支援を行うことで、

日本の医療サービスの国際化や、日本の医療機器ならびに医薬品産業等の国際競争力強化を目指

すものです。 

 

（今後の見通し） 

当社は、平成 27 年 3 月期通期業績予想（平成 26 年 4 月 30 日発表、以下、当期業績予想）に本

件を見込んでおりませんでした。しかしながら、本事業の採択により委託金収入（営業外収益）

が見込まれるため、当期業績予想に影響を与える可能性があります。当期業績予想については、

現在改めて精査中でありますので、確定次第速やかにお知らせいたします。 

以上 


